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い」（23 ページ）ということがさらりと言われてしまうことと関係があるのかもしれない．  
 以上，厳しすぎるかとも思われる要求も含めて雑多な疑問を提示したが，それもひとえ
に本書の刺激的な議論に誘発されたがゆえである．本書は，ポスト冷戦の現代において科
学史研究が時代と切り結ぶ際の一つの里程標をなしている．本書では萌芽的なアイディア
の提示にとどまっているもの，多少議論の粗い部分も含めて，さらなる議論の展開が期待
されよう．  
 
(中村 征樹) 
